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「因果一如（いんがいちにょ）結果はすでに原因と一緒に生まれている」結果に期待しがちだが、目の前の現在できること

に集中し、ベストを尽くす生き方、結果にとらわれない最善の生き方をしていきたい。

至誠・致知・鍛錬

「避難訓練」を実施しました

１２／６（水）に火災に対する避難訓練を実
施しました。４階建の迷路のような狭い校舎か
ら、火災による火と煙に対する自助の行動力を
身に付ける訓練です。
実際の災害時には、生徒一人ひとりの冷静な

判断力と行動力
が要求されます。
まず、自分の

命は自分で守る
という基本に立
ち返り、昨年度
と比べて少しで
も整然とした行
動ができるよう
になればと考え
ています。

「全校交流活動」

１２／２１（木）の昨日、生徒会役員が中心
となり企画した全校交流活動を行いました。「全
員で協力して双葉中学校を輝かせていきたい」
という願いで取り組んできた活動です。３年生
にとっては、今回が最後の活動となってしまい
ましたが、全校で
絆を深めることの
できる、とても楽
しく充実した活動
だったと思いま
す。 この伝統が、
輝跡として受け継
がれていくことを
期待しています。

「新生徒会役員候補立会演説会／投票」

１２／７（木）に新生徒会役員候補立会演説会が、８（金）には投票
が行われました。演説会では、来年度の学校をリードして行く役員を誰
にするか、それぞれの候補者の方針を聞くよい機会となりました。双葉
中生への気遣い、心遣いと、本人の熱い
思い、責任感が伝わってきました。頼も
しい限りです。
また、翌日の投票は、休み時間を利用

し、各自都合のよい時間に、学年ごとの
フロアーの投票所で実施されました。
自分の判断のもと、清廉（せいれん．．．

私欲がなく清らかな心）な気持ちで一票
を投じていました。一票毎に込められた、
４５３名の思いが、来年度の双葉中学校
の未来へとつながっていくことと思いま
す。

「生徒総会／新生徒会役員当選証書授与式」

１２／１５（金）に、生徒総会と新生徒会役員当選証書授与式を
行いました。本年度は、「輝跡」というテーマのもと、生徒会役員
を中心に生徒４５３名がチーム双葉中として、輝かしい活動を積み
重ねてきました。この足跡を消さないように、次の世代へと引き継
いで行ってほしいと思います。平成３０年度の新しい生徒会役員も
決定しましたので、先輩が築いてきた「継承のレベルアップ・伝統
・心・絆・自治」を受け継ぎ、双葉
中学校のさらなる飛躍へと繋げてい
くことを期待したいと思います。

Ｈ３０年度新生徒会役員
新生徒会会 長 ２年
新生徒会副会長 ２年
新生徒会副会長 ２年
新生徒会副会長 １年



「チーム双葉中」
教職員４２名 生徒４５４名 保護者４２２名が

「チーム双葉中」として取り組んでいます。

学校住所：〒400-0106 甲斐市岩森1337

電 話：0551-28-2019 FAX：0551-28-5689

ホームページ http://www.city-kai.ed.jp/fchu/ も併せてご覧ください。

表彰等
甲斐市駅伝大会 優 勝 ２年 １年

２年 １年
２年 ３年

税についての作文 甲斐市長賞 ２年
俳句の里俳句会 特 選 ３年

佳 作 ３年
夏休みの友感想文 優 秀 ３年 ２年 １年

佳 作 ３年 ３年 ３年 ３年
２年 ２年 ２年
１年 １年 １年

市町村対抗県下一周駅伝第１区 第１位 ３年
県アンサンブルコンテスト 銀 賞
男女参画推進標語 市入選 ３年

「第２学期終業式」を行いました
１２／２２（金）の本日、第２学期終業式では、以下の話をさせてい

ただきました。
○ 大きな行事の誠樹祭、強歩大会、合唱祭で、自分のために、友だち
の役に立つためにがんばっていたこと

○ 努力、協力、思いやり等、見ている方々にたくさんの感動を与えて
いたこと

○ 来校していただいた地域の方や保護者のみなさんが、玄関や廊下で
すれ違うたびにあいさつする生徒について、ほめていただいたこと

○ 待ちに待った冬休みでは、クリスマス、暮れ、正月、初詣と、地域
の行事や日本伝統の行事等をいっぱい楽しむこと

○ ３年生は、進路に向けてがんばること
○ １．２年生は、新年を機会に、ただのいい人ではなく、人の役に立
ついい人に変身すること

○ そして三大流星群のひとつ「しぶんぎ座流星群」を観察できること
〈詳細観察方法〉

・１／４（木）午前１：００頃～朝方５：００頃がピーク
・１時間に２０個以上流れる
・１５分ぐらいで暗闇に目が慣れる
・月明かりが邪魔をするので、月明かりのない方を見る
・とても寒いので防寒する

新年が、双葉中生にとっていい年となるように、願い事にチャレンジ
したいと思います。

「新年に向けて」
「心を空っぽにして、広い心を持つ」
新年を迎え、初詣に出向いて、気持ちをリセットする

生徒もたくさんいるかと思います。
迷いのある人の頭の中は、きっと、様々な思いや感情、

詰め込みすぎた知識が一杯となって、あふれ出てしまっ
ている状態だと思われます。まずは、混乱した心を空っ
ぽにしてみることです。
人の心の中は、何かにかたよっていたり、自分中心に

ものを見たり聞いたり、自分勝手な思いにこだわったり
と、自分でつくりあげた様々な思いにとらわれています。
これらをみな捨て、心の引っかかりとなっている障害や
壁を空っぽにすることで、広い心を作ることができます。
広い心は、これからの新たな自分をつくるチャンスを

広げてくれるはずです。
そして、今まで自分とは違うと見向きもしなかったこと、対立して考えもしなかったこと、差別的に

見て近寄りもしなかったこと等に、目が向くようになります。
新しい発見や新しい考えに気付くことで、新しい自分づくりが始まっていきます。ぜひ、新年を機会

として、心を空っぽにして、広い心を持ち、生まれ変わった自分づくりにチャレンジしてください。


